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中
国
の
女
子
教
育
史
は
日
本
と
比
べ
て
大
き
な
違
い
を
持
っ
て
い
る
。
男
女
共
学
が
日
本
よ
り
早
く
実
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
九
二

O
年
か
ら
北
京
大
学
は
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
、
他
の
大
学
も
そ
れ
に
続
い
た
。
中
等
教
育
に
お
け
る
男
女
共
学
は
少
し
お
く
れ

た
が
実
現
し
た
。
男
女
共
学
が
民
国
時
代
を
通
じ
、
明
言
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
態
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
初
等
教
育
に

お
け
る
男
女
共
学
は
日
本
と
同
じ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
女
子
学
校
教
育
の
普
及
は
日
本
の
方
が
早
く
か
ら
進
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
男
女

共
学
の
受
容
は
、
前
近
代
中
国
に
お
け
る
厳
し
い
「
男
女
別
あ
り
」
の
価
値
観
か
ら
急
速
に
展
開
し
た
こ
と
に
な
る
。
旧
中
国
に
お
け
る

教
育
の
主
要
な
目
的
は
科
挙
に
及
第
し
役
人
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
女
子
に
は
教
育
は
閉
じ
ら
れ
た
道
で
あ
っ
た
。
儒
教
の
女
性

観
の
影
響
も
あ
っ
て
女
性
に
独
立
し
た
人
格
を
認
め
ず
、
男
児
の
教
育
に
お
け
る
女
性
の
役
割
も
認
め
な
か
っ
た
。

で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
急
速
な
展
開
を
み
せ
た
の
か
。
日
本
と
の
違
い
に
も
う
一
つ
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
会
の
教
育
事
業
が
中
国
女
子

教
育
に
お
い
て
活
発
に
行
わ
れ
た
点
が
あ
る
。
宣
教
会
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育
は
決
し
て
男
女
共
学
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
学
校
教
育
が
も
た
ら
し
た
国
際
社
会
の
共
通
ル

1
ル
、
シ
ス
テ
ム
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
影
響
を
与
え
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
世
界
が
中
国
女
子
教
育
に
着
目
し
、
中
国
宣
教
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
と
発
見
し
た
最

初
の
例
と
し
て
英
国
の
「
東
方
女
子
教
育
協
進
社
」
（
∞
on宮
司
皆
ユ
M
5
5
2
E
m
H
u
g
E
o
E
z
g
z。
ロ
宮

E
o
E
2）
を
取
り
上
げ
る
。
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キ
リ
ス
ト
教
宣
教
会
の
中
国
伝
道

一
九
世
紀
初
頭
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
会
の
中
国
伝
道
が
開
始
さ
れ
た
。
一
八
四
二
年
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
敗
北
し
た
清
朝
政
府
は
開

港
場
で
の
伝
道
を
認
め
、
一
八
六

O
年
か
ら
内
地
伝
道
が
始
ま
っ
た
。
欧
米
宣
教
会
は
宣
教
事
業
と
と
も
に
教
育
や
出
版
印
刷
、
医
薬
治

療
に
進
出
し
た
が
、
こ
の
中
で
教
育
事
業
の
影
響
が
も
っ
と
も
大
き
か
っ
た
。
中
国
に
お
け
る
公
教
育
の
開
始
は
一
九

O
四
年
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
は
欧
米
宣
教
会
が
学
校
教
育
を
提
供
し
、
ま
た
、
引
き
続
き
中
国
の
各
学
校
段
階
で
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。



中
国
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
会
の
教
育
事
業
は
、
一
八
三
九
年
設
立
さ
れ
た
演
門
の
モ
リ
ソ
ン
学
校
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
開
港
場
に
は
初
等
教
育
を
施
す
小
規
模
な
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
多
数
出
現
し
た
。
一
九

O
四
年
に
清
朝
は
近
代
学
校
制
度
を
発

足
さ
せ
た
が
、
女
子
の
た
め
の
学
校
制
度
は
一
九
O
七
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
国
女
子
教
育
の
遅
れ
が

西
洋
キ
リ
ス
ト
教
世
界
か
ら
着
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

や
が
て
、
一
九
二

0
年
代
後
半
に
な
る
と
、
中
国
全
土
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
、
こ
れ
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
欧
米
列
強
の

中
国
侵
略
の
手
先
と
し
て
激
し
い
糾
弾
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
外
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
か
ら
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教

学
校
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
同
時
に
私
立
学
校
と
し
て
の
公
認
を
得
て
、
中
国
公
教
育
を
補
完
す
る
地
位
を
築
い
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
や
は
り
、
社
会
主
義
中
国
と
な
っ
て
、
そ
の
外
国
依
存
を
非
難
さ
れ
、
つ
い
に
そ
の
活
動
の
幕
を
閉
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

戦
前
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
一
一
四
校
（
一
九
三

O
年
、
基
督
教
学
校
教
育
同
盟
『
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
の
現

状
』
一
七
頁
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
中
国
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
二
二
、
六
三
七
校
（
一
九
二
五
年
、
静
新
城
『
収
回
教
育
権
運
動
』

四
二
頁
）
と
そ
の
数
が
大
き
い
。
一
方
、
中
国
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
歴
史
に
対
す
る
評
価
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
現
代
中
国
に
お
い
て
最

近
は
か
な
り
高
い
。
『
中
国
教
会
学
校
史
』
（
高
時
良
主
編
、
湖
南
教
育
出
版
、
一
九
九
四
年
）
は

（l
）
中
国
と
西
洋
の
文
化
交
流
を
促
進
し
た
。

（2
）
先
進
的
な
科
学
技
術
の
知
識
と
技
能
と
を
輸
入
し
た
。

（3
）
女
子
教
育
を
開
発
し
た
。

（4
）
近
代
学
校
教
育
の
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
。

（5
）
学
校
管
理
体
制
を
打
ち
立
て
た
。

と
高
く
評
価
し
て
い
る
（
同
書
二
九
二
｜
三

O
一頁）。

こ
の
よ
う
に
中
国
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
女
子
教
育
の
開
発
者
と
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、
女
子
教
育
で
あ
っ
た
の
か
。
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一
つ
の
理
由
と
し
て
女
性
宣
教
師
の
存
在
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
日
本
に
お
い
て
「
明
治
初
期
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教

師
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
近
代
的
な
女
子
教
育
が
着
手
さ
れ
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
婦
人
宣
教
師
を
創
立
者
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
私
立
女
子
校
は
今
日
に
至
る
も
健
在
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は
大
学
を
擁
し
て
、
日
本
の
女
子
教
育
に
一
定
の
影

響
力
を
保
持
し
て
い
る
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
小
桧
山
ル
イ
『
ア
メ
リ
カ
婦
人
宣
教
師
』
東
大
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、

一
頁
）
。
こ
の
事
は
中
国
に
お
い
て
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
近
代
的
な
女
子
教
育
を
開
始
し
た
東
方
女
子
教
育

協
進
社
と
は
何
か
。
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
会
を
示
す
名
称
を
持
っ
て
い
な
い
。
中
国
最
初
の
女
学
校
の
設
立
運
営
に
関
わ
っ
た
東
方
女
子
教

育
協
進
社
の
活
動
の
考
察
が
必
要
と
な
る
。

II 

キ
リ
ス
ト
教
宣
教
会
に
よ
る
中
国
女
子
教
育
の
開
始

一－66一一

一
八
四
四
年
、
中
国
寧
波
に
寄
宿
制
の
キ
リ
ス
ト
教
女
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
は
東
方
女
子
教
育
協
進
社
が
派
遣
し
た
ミ
ス
・
ア

ル
ダ
l
シ
l
（
宮
山
弓
〉
ロ
ロ
〉

E
q田
a
L
3叶
l

－g∞
）
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
中
国
で
は
次
の
表
ー
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教

女
学
校
の
設
立
が
続
い
た
。

ア
メ
リ
カ
の
宣
教
会
に
よ
る
設
立
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
女
学
校
は
イ
ギ
リ
ス
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
海
外
伝
道
へ
の
出
資
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
を
追
い
越
す
の
は
漸
く
第
一
次
世
界
大
戦
の
少
し
前
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

女
性
の
手
に
よ
る
海
外
伝
道
だ
け
を
比
べ
て
み
る
と
、
す
で
に
一
八
八
九
年
の
時
点
で
ア
メ
リ
カ
は
イ
、
ギ
リ
ス
を
は
る
か
に
リ
ー
ド
し
て

い
る
。
」
（
小
桧
山
ル
イ
、
前
掲
書
、
一
八
頁
）
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
八
三
四
年
に
東
方
女
子
教
育
協
進
社
が
イ
ギ
リ
ス
に
誕
生
し
て

い
る
。
女
性
の
手
に
よ
る
海
外
伝
道
は
最
初
に
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
に
よ
る
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
国
の
女
学
校
は
次
の
表
2
表
3
の
よ
う
に
遅
々
と
し
た



歩
み
し
か
み
せ
て
い
な
い
。
当
時
の
中
国
で
は
、
男
子
の
教
育
に
は
最

大
限
の
力
を
尽
く
す
の
に
女
子
に
教
育
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
は
き
わ

め
て
稀
で
あ
っ
た
。
女
子
を
学
者
や
役
人
に
す
る
希
望
も
欲
求
も
も
て

な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
い
ち
早
く
中
国
に
お
け
る
女
子
教
育
の
惨
状
に

気
が
つ
い
た
の
は
、
ア
ピ
ー
ル
（
U
白
〈
一
広
〉

σ
2－
）
と
い
う
ア
メ
リ
カ

人
在
華
宣
教
師
で
あ
っ
た
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
が

中
国
な
ど
の
女
性
を
対
象
に
伝
道
団
体
を
組
織
す
る
こ
と
を
提
唱
し

た
。
し
か
し
、
既
存
の
宣
教
会
の
猛
反
対
に
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
も

同
様
の
提
唱
を
お
こ
な
い
一
八
三
四
年
に
東
方
女
子
教
育
協
進
社
が
結

成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

皿

東
方
女
子
教
育
協
進
社
と
は
何
か

中
国
に
お
い
て
早
く
か
ら
女
子
の
た
め
の
学
校
教
育
を
開
始
し
た
の

は
欧
米
宣
教
会
で
あ
っ
た
。
中
国
に
到
着
し
た
宣
教
師
の
妻
や
女
性
宣

教
師
た
ち
が
す
ぐ
に
、
女
子
の
た
め
の
学
校
を
設
立
し
運
営
し
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
学
校
は
、
一
八
四
四
年
寧
波
に
設
立
さ
れ
た

ミ
ス
・
ア
ル
ダ
l
シ
l
の
女
学
校
で
あ
る
。
彼
女
は
、
一
八
三
四
年
ロ

ン
ド
ン
で
結
成
さ
れ
た
東
方
女
子
教
育
協
進
社
か
ら
最
初
に
中
国
に
派

キリスト教女学校の設立

1851年上海文経女塾（米国聖公会） 1872年北京慕貞女塾（米国美以美会）

1854年福州文山女子中学校（米国公理会） 1873年九江儒励女塾（米国美以美会）

1860年上海清心女塾（米国北長老会） 1874年武目布倫女塾（米国聖公会）

1864年北京貝満女塾（米国公理会） 1888年広州培道女塾（英国）

福州陶淑女子中学校（英国） 1890年 上海中西女塾（米国婦女南監理会）

1868年広州真光書院（米国長老会）

表1

出典：郭衛東他『近代外国在華文化機関総録』より作成

清朝末期の女学堂

西暦 女学堂数 生徒数

1904年 25 468 

1905年 71 1,665 

1906年 233 5,945 

1907年 391 11, 936 

1908年 513 18, 202 

1909年 722 26,465 

一－67一一

p.38 左

表3

出典：同

キリスト教女学校の発展

西暦 学校数 生徒数

1849年 3 50名以下

1860年 12 165名

1869年 31 556名

1877年 38 524名

1896年 308 6798名

出典：梁欧第他 r近代中国女子教育』 1985年、
pp.32-330 

表2



遣
さ
れ
た
が
、
こ
の
組
織
は
、
官
一
教
会
と
の
密
接
な
関
係
を
も
た
な
い
単
立
の
団
体
で
あ
っ
た
。
会
員
欄
に
は
名
流
婦
人
の
名
が
見
ら
れ

る
が
、
一
般
女
性
も
個
人
の
資
格
で
多
数
参
加
し
て
い
た
。
個
人
が
払
う
会
費
で
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
英
国
に
お
い
て
女
性
の

自
覚
が
進
ん
だ
こ
の
時
期
に
結
成
さ
れ
た
、
い
わ
ば
女
子
教
育
を
中
心
に
し
た
女
性
解
放
運
動
を
東
へ
東
へ
と
進
め
る
団
体
で
あ
っ
た
と

一一一一口えよ〉つ。

女
侯
爵
を
会
長
に
し
、
そ
の
他
の
役
員
全
て
が
女
性
で
あ
っ
た
。
独
身
女
性
も
い
れ
ば
既
婚
女
性
も
い
た
。
会
則
を
見
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

q
s
g～
之
内
宮
守
口
ミ
ゼ
宮
町
民
～
々

S
コ町内司乙山口ロω

タ
Z
S）

（

l
）
こ
の
会
の
目
的
は
、
東
方
に
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
お
よ
び
学
校
の
維
持
管
理
で
あ
る
。
東
方
に
お
い
て
は
望
ま
し
い
教
育
機
会

が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
敬
慶
で
よ
く
教
育
さ
れ
た
人
を
校
長
と
し
て
派
遣
で
き
る
よ
う
、
こ
の
国
で
選

抜
し
準
備
す
る
。
ま
た
、
現
地
の
教
師
を
従
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
訓
練
し
励
ま
す
。

（

2
）
必
要
な
資
金
は
他
の
組
織
と
同
様
集
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
会
費
、
寄
付
金
で
あ
り
、
そ
の
他
可
能
な
方
法
で
集
め
る
。

（

3
）
こ
の
会
と
関
係
を
も
っ
た
学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
が
聖
書
に
つ
い
て
の
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
、
そ
し
て
救
い
主
イ
エ
ス
を
信

じ
る
こ
と
が
常
に
目
指
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
生
徒
の
環
境
か
ら
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
そ
の
他
の
す
べ
て
の
有
用

な
知
識
が
知
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（

4
、5
、6
略）

会
則
か
ら
東
方
に
お
け
る
女
子
の
教
育
に
よ
っ
て
信
徒
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宗
派
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。
東
方
女
子
教
育
協
進
社
の
他
の
文
書
に
も
宗
派
性
は
な
い
。
ア
ル
ダ
l
シ
！
は
非
国
教
徒
で
あ
り
、
非
国
教
徒
の
女
性
の
伝
道
組

織
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

経
費
に
つ
い
て
は
一
八
六
三
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
三
、
六
八
九
ポ
ン
ド
余
り
の
収
入
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
直
接

一－68ーー



的
な
寄
付
が
一
、

O
四
二
ポ
ン
ド
、
会
費
と
補
助
団
体
か
ら
の
寄
付
が
二
、

O
六
一
ポ
ン
ド
で
こ
の
二
つ
が
大
き
な
比
率
に
な
っ
て
い
る

（3
5
Q
h
b
ミ
宮
雪
5
4
E
S
～
～

esコ－「
L
S
E
H・ア
Z
8・
℃
－
N
N
）
。
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
団
体
で
は
あ
る
が
、

会
と
は
関
係
の
な
い
女
性
会
員
組
織
で
支
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

イ
ギ
リ
ス
の
教
会
や
宣
教

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
で
あ
り
、

産
業
革
命
が
進
行
し
て
い
た
。

豊
か
に
な
っ
た
中
産
階
級
の
女
性
た
ち
が
活
発

に
家
庭
外
で
の
活
動
を
始
め
た
時
期
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
中
で
、
東
方
へ
の
海
外
伝
道
が
イ
ギ
リ
ス
女
性
の
心
を
捉
え
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、

当
時
は
男
性
主
体
の
海
外
伝
道
が
展
開
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
達
が
自
分
達
で
組
織
を
作
り
、

経
営
し
、

女
性
教
師
を
養
成
し
、
海
外
へ
派
遣
し
た
の
で
あ
っ
た
。

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
女
性
解
放
の

歴
史
と
と
も
に
進
ん
だ
と
い
う
。
中
国
の
場
合
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
女
性
解
放
の
歴
史
と
と
も
に
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

IV 

東
方
女
子
教
育
協
進
社
の
活
動
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そ
れ
で
は
東
方
女
子
教
育
協
進
社
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
示
す
と
お
り
、
東
方
の
範
囲
が

き
わ
め
て
広
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（

3
3足
立
寄
8
5
4
E円ぬ～～
e
S
3門
S
J
E
E
R
d二
∞
足
）

（I
）
出
先
機
関
の
設
置

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
、

マ
ド
ラ
ス
、
ボ
ン
ベ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ホ
ン
コ
ン
、

モ
1
リ
シ
ヤ
ス
、

レ
バ
ノ
ン
、
カ
イ
ロ
な
ど

（2
）
現
地
の
学
校
へ
の
援
助

中
国
、
ビ
ル
マ
、
ベ
ン
ガ
ル
、
オ
リ
ッ
サ
、
テ
ネ
ベ
リ
、
サ
ウ
ス
ト
ラ
ヴ
ア
ン
コ
ー
ル
、

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
カ
イ
ロ
、
ベ
イ
ル
ー
ト
な
ど

セ
イ
ロ
ン
、
カ
フ
ウ
ア
ラ
ン
ド
、



（3
）
他
の
学
校
で
働
く
現
地
人
女
性
へ
の
援
助

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ホ
ン
コ
ン
、
モ

l
リ
シ
ヤ
ス
、

レ
バ
ノ
ン
、
カ
イ
ロ
な
ど

さ
ら
に
次
表
4
は
、
東
方
女
子
教
育
協
進
社
の
補
助
を
受
け
た
生
徒
数
を
示
し
て
い
る
。
補
助
の
金

額
が
判
明
し
て
い
な
い
の
で
、
東
方
女
子
教
育
協
進
社
が
ど
の
程
度
、
目
的
を
遂
げ
た
の
か
が
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
、
中
国
で
は
東
方
女
子
教
育
協
進
社
は
最
初
の
女
学
校
を
作
っ
た
と
い
う
名
誉
あ
る
地

位
を
占
め
て
い
る
。
中
国
女
子
教
育
の
発
展
に
は
宣
教
会
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
女
性
の
自
覚
の
高

ま
り
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
興
味
深
い
。

表
5
は
、
東
方
女
子
教
育
協
進
社
か
ら
人
的
金
銭
的
援
助
を
受
け
た
学
校
数
を
示
し
て
い
る
。

一
八
六
一
年
頃
と
一
八
六
七
年
頃
の
状
況
で
あ
る
。
こ
の
間
に
、
そ
の
数
が
了
三
八
倍
に
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
各
地
域
も
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。
ま
だ
、
す
べ
て
の
年
度
に
わ
た
っ
て
数
量
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
東
方
女
子
教
育
協
進
社
の
活
動
は
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
各
地
域
に
広
が
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

v 

ア
ル
ダ

1
シ
l
の
女
学
校

特別献金によって支えられている子ども

中国

ガンジス以東

ベンガル

マドラス

ムンパイ

出典：FemaleMissionary lntelligenncer, January, 1862. 
＊詳細不明、インド北西部と忠われる。
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表4

そ
れ
で
は
ア
ル
ダ
l
シ
ー
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ミ
ス
・
ア
ル
ダ
l
シ
1
は
裕
福
な
ロ
ン
ド
ン
の
非
国
教
徒

の
家
に
生
ま
れ
た
。
教
派
に
属
さ
な
い
独
立
宣
教
師
で
あ
っ
た
彼
女
は
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
女
性
宣
教
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ

る
と
い
え
る
。
ア
ル
ダ
l
シ
l
の
活
動
を
見
て
み
よ
う
（
宮
山
招
包
括
門
戸
∞
己
『
E
P
言
。
出
尽
き
ぬ
き
ロ
ミ

sbuss宮
内
言
語
・

2
0
E呂



表5-1 東方女子教育協進社の援助学校数（1861年頃）

寄宿制の学校 狐児院 通学制の学校 幼稚園 言十

中国 3 2 7 12 

ガンジス以東 3 14 17 

ベンガル 13 3 20 5 41 

マドラス 24 57 81 

ムンパイ 4 7 11 

北西地方 3 4 8 16 

セイロン 2 22 24 

モーリシャス

南アフリカ 6 24 4 34 

西アフリカ 1 2 4 

地中海東部 5 1 6 12 

給1 百十 64 68 111 10 253 

出典 ：Fem日leMission日ryIntelligenncer, Januarγ，1862 

表5-2 東方女子教育協進社の援助学校数（1867年頃）

寄宿制の学校 孤児院 通学制の学校 幼稚園 言十

中国 3 ＊ 12 15 

ガンジス以東 2 7 9 

ベンガル 13 5 27 5 50 

マドラス 23 72 95 

ムンパイ 6 20 26 

インド中央

北西地点 9 ＊ 34 43 

セイロン 3 25 28 

モーリシャス 1 2 

南アフリカ 7 27 ＊ 34 

西アフリカ 4 ＊ 9 13 

アルジエリア 1 

地中海東部 4 ＊ 30 34 

総 言十 75 5 266 5 351 

出典：FemaleMission日切Intelligenncer,December, 1867 ＊左側に包指される
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Z
－

mo
〈。－f
－2
】）。

一
八
一
六
年

一
八
二
四
年

一
八
二
七
年

一
八
三
二
年

一
八
三
七
年

一
八
四
四
年

中
国
語
学
習
の
開
始
。

ロ
パ

l
ト
H

モ
リ
ソ
ン
か
ら
中
国
語
を
習
う
。
（
一
八
二
六
年
ま
で
）

ロ
ン
ド
ン
会
へ
寄
付
し
、
一
人
の
女
性
宣
教
師
を
マ
ラ
ッ
カ
に
送
っ
た
。

マ
ラ
ッ
カ
伝
道
団
に
参
加
。
（
妹
の
六
人
の
子
の
世
話
の
た
め
中
止
）

パ
タ
ビ
ア
（
現
在
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
で
華
僑
女
子
の
た
め
の
学
校
を
設
立
。

ア
ル
ダ
l
シ
l
の
心
は
中
国
に
向
か
っ
て
い
た
。

寧
波
に
最
初
の
女
学
校
を
設
立
、
寄
宿
制
の
女
塾
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
同
書
は
ア
ル
ダ
l
シ
l
の
困
難
な
教
育
活
動
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

一一72ーー

教
師

E
Z己
ロ
は
パ
タ
ビ
ア
か
ら
従
っ
て
き
た
。
パ
イ
オ
ニ
ア
の
女
学
校
が
直
面
し
た
も
の
は
き
わ
め
て
強
力
な
慣
習
（
女
子
無
才
、

た
だ
手
芸
の
教
育
の
み
）
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ダ
l
シ
1
に
対
す
る
自
然
な
質
問
は
「
な
ぜ
来
た
の
か
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
女
に

は
隠
さ
れ
た
動
機
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
。
自
分
の
子
供
す
べ
て
を
殺
し
た
の
で
、
今
度
は
他
人
の
子
供
を
殺
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
だ
な
ど
で
あ
る
。
健
康
に
ょ
い
と
し
て
、
ア
ル
ダ
1
シ
l
が
持
ち
歩
い
て
い
た
香
る
塩
は
悪
魔
の
精
神
を
ば
ら
ま
い
て
い
る
と
言

わ
れ
た
。

そ
の
後
の
ア
ル
ダ
1
シ
l
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
（
U
E
P
言
。
門
主
ロ
ロ
ミ
な
え
。
号
、
℃
－

E
C。



一
八
四
五
年

一
八
五
二
年

一
八
六
一
年

宮内（リ
ω
3
2
博
士
（
寧
波
の
長
老
会
宣
教
師
）
の
報
告
に
よ
る
と
一
五
名
の
生
徒
が
い
た
。

同・さ・

2
一
。
牧
師
が
寧
波
を
訪
問
（
出
典
一
者
芸
ミ
ミ
宮
古
号
、
一
八
五
二
年
三
月
て
そ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
寧

波
市
の
中
心
部
に
広
い
家
を
借
り
て
い
た
。
生
徒
四

O
名
、
科
目
は
共
通
の
学
科
と
裁
縫
、
刺
繍
で
あ
り
、
実
際
の

女
子
の
生
活
に
あ
わ
せ
る
努
力
を
行
っ
た
と
い
う
。

一
三
年
後
、
健
康
を
害
し
た
の
で
寧
波
の
長
者
会
女
学
校
と
統
合
を
計
画
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
デ
レ

1
ド
へ
引

退
し
た
。
こ
う
し
て
中
国
を
去
っ
た
が
、
よ
く
訓
練
さ
れ
た
中
国
女
性
を
残
し
た
。

彼
女
の
学
校
は
、
一
年
後
に
一
八
名
、
八
年
後
に
四
O
名
が
在
籍
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
徒
が
な
か
な
か
集
ま
ら
な

か
っ
た
の
は
、
外
国
人
は
「
子
供
の
目
玉
を
取
っ
て
薬
に
す
る
」
「
悪
魔
で
あ
り
、
子
供
に
悪
魔
の
心
を
植
え
付
け
る
」
と
当
時
し
ば
し

ば
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
が
し
か
し
、
中
国
の
伝
統
が
最
も
阻
害
し
た
と
思
わ
れ
る
。
女
子
に
対
す
る
学
校
教
育
は
、
中
国
社

会
に
と
っ
て
は
革
命
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
革
命
的
な
事
業
の
最
初
が
ア
ル
ダ
1
シ
1
の
女
学
校
で
あ
っ
た
。

南
京
の
宣
教
師
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
卒
業
生
の

N
E
夫
人
の
有
能
な
仕
事
ぶ
り
を
見
て
、
ア
ル
ダ
l
シ
ー
に
よ
る
教
育
を
「
た
っ
た
一

人
の
生
徒
し
か
も
た
な
く
て
も
、
感
謝
す
る
よ
う
に
教
育
さ
れ
て
い
る
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
南
京
の
長
老
会
女
学
校
の
校
長
（
女

性
）
の
ア
ル
ダ
l
シ
！
の
卒
業
生
に
つ
い
て
の
報
告
に
よ
れ
ば
「
秘
書
は
私
の
欲
し
て
い
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
仕
事
に
ぴ
っ
た
り
の
人

で
あ
っ
た
。
寮
母
は
結
婚
し
て
い
た
が
、
給
料
が
寧
波
の
三
分
の
二
に
な
っ
て
も
来
て
く
れ
た
。
」
と
い
う
こ
れ
も
ま
た
高
い
評
価
が
報

告
さ
れ
て
い
る
（
冨
g－
F
2
5
0
P
E
要
。
ョ
ロ
ロ
ぱ
宅
。
込
》
「
豆
、
。
s
a
p
－
∞
∞
タ
宮
山
月
町
）
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
一
九
O
O年
五
月
の
五
つ
の
女
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ア
ル
ダ
！
シ
！
の
時
代
よ
り
も
進
ん
で
い
た
。

ま
た
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
女
性
宣
教
団
体
の
実
行
委
員
会
で
は
、
一
八
八
三
年
に
福
州
の
中
国
人
伝
道
者
か
ら
も
っ
と
リ
ベ
ラ
ル
な
教
育

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
請
願
が
提
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
英
語
、
音
楽
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
ア
ル

ダ
1
シ
1
の
学
校
は
き
わ
め
て
程
度
の
低
い
内
容
で
あ
り
、
ま
た
、
生
徒
の
人
数
も
前
述
し
た
よ
う
に
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
女
子
教
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育
の
需
要
、
た
と
え
ば
伝
道
者
の
妻
と
し
て
働
く
よ
く
訓
練
さ
れ
た
中
国
女
性
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

ア
ル
ダ
！
シ
l
の
例
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
女
学
校
設
立
へ
の
強
い
議
論
を
起
こ
し
た
と
い
え
る
。
キ
リ
ス
ト
教
女
学
校
の
中
国
に
お
け
る

拡
大
の
必
要
性
を
だ
れ
も
疑
わ
な
く
な
っ
た
た
め
、
ア
ル
ダ
l
シ
l
が
最
初
の
女
学
校
を
建
て
て
か
ら
、
中
国
に
キ
リ
ス
ト
教
女
学
校
が

続
々
と
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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